
人
類
が
出
現
し
て
以
来
、
人
類
と
最
も
深
く
関
わ
り
を
も
っ
て
き
た
の
は
「
宗
教
」
で
あ
る
。
後
期
旧
石
器
時
代
に
出
現
し
た
現
生
人

類
は
、
種
族
間
の
集
団
的
機
能
と
不
可
欠
の
関
係
か
ら
、
ァ
’
一
ミ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
・
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
な
ど
の
原
初
的
な
宗
教
を

生
み
出
し
た
。
以
来
、
人
類
は
次
第
に
次
元
の
高
い
宗
教
を
創
成
し
て
精
神
文
化
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
。
人
類
は
宗
教
と
深
く
関
わ
る

こ
と
で
、
俄
悔
・
瞑
想
・
平
和
・
慈
愛
・
戒
律
・
祈
願
・
諦
観
・
智
慧
な
ど
の
宗
教
思
想
を
具
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
事
が
延
い
て

は
、
宗
教
々
義
の
組
織
と
体
系
化
を
促
し
、
他
方
で
は
教
義
の
解
釈
に
様
々
な
異
同
を
引
き
起
し
、
ま
た
布
教
伝
道
の
方
途
に
つ
い
て
も

相
違
が
生
ま
れ
、
激
し
い
論
戦
を
展
開
し
、
時
と
し
て
激
烈
な
斗
争
を
繰
り
返
し
、
更
に
は
政
治
・
社
会
の
問
題
を
か
ら
め
て
民
族
の
興

亡
に
関
』
号
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

三一

精
神
文
化
と
智
慧

法
華
菩
薩
行
の
実
践

一
精
神
文
化
と
智
慧

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

目

次

二
遥
か
な
る
佛
智
慧

四
実
践
と
し
て
の
智
慧

町
田
是
正

(叙）



神
そ
れ
を
聖
霊
に
よ
り
て
我
等
に
啓
示
し
給
え
り
。
聖
霊
は
す
べ
て
事
を
究
め
、
神
の
深
き
所
ま
で
究
む
れ
ば
な
り
（
２
ノ
恥
竜
〉

即
ち
『
新
約
』
に
よ
れ
ば
、
「
神
智
」
は
人
間
の
智
慧
や
理
性
を
超
え
た
神
秘
の
世
界
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
人
間
が
「
神

智
」
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
契
機
は
、
専
ら
神
の
側
か
ら
の
「
啓
示
」
（
ｇ
の
葛
呂
昌
鼻
ｅ
）
黙
示
）
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
グ
ノ
ー

シ
ス
」
に
関
す
る
論
議
は
、
人
智
を
超
え
た
問
題
で
あ
る
た
め
に
論
点
が
定
ま
ら
ず
、
現
今
の
趨
勢
と
し
て
は
、
余
り
に
も
主
知
主
義
の

立
場
を
固
持
す
る
グ
ノ
ー
シ
ス
派
と
の
形
而
上
の
論
議
は
敬
遠
す
る
こ
と
と
し
て
、
専
ら
実
践
と
し
て
の
「
神
の
智
慧
」
を
活
か
す
方
向

に
傾
い
て
い
る
の
が
渥
情
で
あ
融
喧

次
に
仏
教
学
と
仏
教
史
に
お
け
る
「
智
慧
」
令
旦
目
（
の
）
）
の
使
用
法
を
み
る
と
、
智
慧
の
意
味
合
が
多
岐
に
分
れ
て
い
る
。
か

っ
て
岩
本
裕
博
士
は
岩
波
文
庫
『
法
華
経
』
（
全
三
巻
）
の
梵
文
原
典
か
ら
の
訳
出
に
当
っ
て
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
た
語
彙
は
「
智
慧

一
．
習
伽
」
・
「
理
智
も
旦
愚
」
・
「
理
性
宮
＆
三
」
の
二
語
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
証
電
）
そ
し
て
仏
教
に
於
て
も
、
今
日
的
要
請
は

単
に
深
遠
な
教
理
と
し
て
の
「
智
慧
」
の
義
を
享
受
す
る
こ
と
に
は
終
止
符
が
打
た
れ
、
実
践
と
し
て
の
智
慧
の
意
義
が
求
め
ら
れ
る
段

示
さ
れ
て
い
る
。

階
に
至
っ
て
い
る
。

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

現
今
、
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
け
る
重
要
な
論
議
の
問
題
と
し
て
、
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
（
民
の
○
コ
。
：
ｅ
）
神
智
・
神
の
認
識
）
に
対
す

る
取
り
く
み
の
在
り
様
が
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
「
神
の
智
慧
」
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
コ
リ
ン
ト
前
書
」
に
は
次
の
よ
う
に
教

な
い
。

す
で
に
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
付
言
す
れ
ば
、
「
智
慧
」
の
実
践
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
於
て
は
「
愛
」

（
の
旨
の
巨
呂
の
）
の
精
神
で
あ
り
、
仏
教
に
在
っ
て
は
「
慈
悲
」
含
一
の
層
司
ョ
言
旦
要
島
ｅ
）
）
の
思
想
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も

(〃）



慈
悲
は
、
他
人
を
尊
重
せ
よ
。
他
人
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
他
人
と
争
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
他
人
を
怨
ん
で
は
な
ら
な
い
、
と
い
う

人
間
の
砦
否
向
な
行
動
の
根
底
と
な
る
思
想
で
あ
り
、
菩
薩
行
の
基
本
思
想
で
あ
る
。

さ
て
、
イ
エ
ズ
ス
の
「
愛
」
の
精
神
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
詰
漠
た
る
原
野
と
、
迫
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
銀
難
辛
苦
の
悲
痛
な
る
流

浪
生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。
ま
た
仏
陀
の
慈
悲
の
思
想
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
身
分
差
別
と
貧
富
格
差
の
社
会
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
。
愛

と
慈
悲
と
い
う
、
こ
の
美
し
い
精
神
は
飽
食
の
社
会
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
私
事
に
な
る
が
、
想
い
起
す
こ
と
は
一
九
七
九
年

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

で
あ
る
。

仏
教
に
於
け
る
「
慈
悲
」
の
原
点
に
つ
い
て
は
、
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
中
に
次
の
よ
う
に
説
示
さ
れ
て
い
る
。

あ
た
か
も
母
が
己
が
独
り
子
を
命
を
賭
け
て
護
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
ど
も
に
対
し
て
も
、
無
量

の
慈
（
悲
）
し
み
の
心
を
起
す
べ
し
（
一
四
九
偶
）

ま
た
全
世
界
に
対
し
て
無
量
の
慈
（
悲
）
し
み
の
意
を
起
す
べ
し
。
上
に
下
に
ま
た
横
に
障
害
な
く
怨
み
な
く
敵
意
な
き
慈
し
み
を

「
マ
タ
イ
伝
」
の
教
示
に
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

イ
ェ
ズ
ス
云
い
給
う
「
汝
、
心
を
尽
し
魂
を
尽
し
思
い
を
尽
し
て
主
な
る
汝
の
神
を
愛
す
べ
し
（
躯
ノ
訂
）
。
第
二
も
ま
た
同
様
な

り
、
己
れ
の
如
く
汝
の
隣
を
愛
す
べ
し
（
塊
ノ
羽
）

汝
の
隣
を
愛
し
汝
の
仇
を
憎
む
べ
し
、
と
云
え
る
こ
と
を
汝
等
き
け
り
（
５
ノ
粥
）
。
さ
れ
ど
我
は
汝
等
に
告
ぐ
、
汝
等
の
仇
を
愛

し
、
汝
等
を
責
む
る
者
の
た
め
に
祈
れ
（
５
ノ
錐
竜

右
の
教
説
は
余
り
に
も
有
名
な
「
山
上
の
垂
訓
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
節
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
愛
」
の
精
神
を
勧
奨
し
た
原
点

行
う
べ
し
（
一
五
○
織
竜

(“）



法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

西
ド
イ
ツ
の
修
道
院
に
滞
留
中
、
親
身
の
接
待
役
を
務
め
て
く
れ
た
修
道
士
の
口
に
し
た
言
葉
が
脳
裏
を
去
ら
な
い
。

農
の
巴
蔚
ケ
の
己
○
ゴ
サ
の
己
騨
園
津
冒
９
ｍ
廉
の
詳
・

呂
の
巨
の
す
の
一
牌
。
画
切
函
、
ご
Ｑ
の
旨
．

智
慧
は
仏
教
を
一
貫
す
る
「
最
高
の
徳
」
（
島
の
雷
。
言
計
目
鴇
且
ｅ
）
）
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
菩
提
の
覚
知
（
智
慧
）
を
求
め

て
菩
薩
行
に
精
進
す
る
こ
と
の
大
事
を
学
び
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

法
華
経
に
は
三
つ
の
特
筆
す
る
思
想
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
は
「
開
権
顕
実
」
（
開
三
顕
一
・
会
三
帰
一
）
の
語
で
示
さ
れ
る
一
仏

乗
を
開
会
す
る
思
想
・
口
は
「
開
近
顕
遠
」
（
開
迩
顕
本
）
の
語
で
示
さ
れ
る
久
遠
実
成
の
本
仏
（
永
遠
の
生
命
）
思
想
。
㈲
は
法
師
品

か
ら
嘱
累
品
に
わ
た
る
諸
品
で
勧
説
さ
れ
る
菩
薩
行
思
想
で
あ
る
。

開
三
顕
一
（
会
三
帰
一
）
の
思
想
は
、
方
便
品
に
お
い
て
諄
諄
と
説
か
れ
、
ま
た
法
華
七
輸
中
の
三
車
火
宅
・
長
者
窮
十
・
三
草
二
木
。

化
城
職
・
衣
裏
繋
珠
の
五
噸
で
も
見
事
な
善
巧
譽
嚥
を
も
っ
て
説
示
さ
れ
て
い
る
。
方
便
品
の
説
相
に
従
え
ば
、
一
大
事
因
縁
と
称
せ
ら

れ
る
四
仏
知
見
（
開
示
悟
入
）
が
説
き
明
さ
れ
、
そ
の
後
段
に
於
て
、
仏
陀
は
三
回
・
四
回
と
会
三
帰
一
の
説
示
を
繰
り
返
す
の
で
あ

ｚ
》
。

演
説
諸
法
、
是
法
皆
為
、
一
仏

得
一
仏
乗
、
一
切
種
智
故
曹
９
）

諸
仏
以
方
便
力
、
於
一
仏
乗
、
分
別
説
一
誌
響
利
弗
、
如
来
但
以
一
仏
乗
故
、
為
衆
生
説
法
、
無
有
餘
乗
若
二
若
一
誰
了
而
為
衆
生
、

演
説
諸
法
、
是
法
皆
為
、
一
仏
乗
故
警
聯
其
本
性
、
以
種
種
因
縁
、
讐
職
言
辞
、
方
便
力
故
、
而
為
説
法
、
舎
利
弗
、
如
此
皆
為
、

二
遥
か
な
る
仏
智
慧

(“）



を
唯
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

即
ち
「
於
一
仏
乗
・
分
別
説
三
」
今
且
の
冨
冨
日
冒
邑
冨
‐
冨
目
昌
菖
‐
冨
目
‐
己
ａ
の
溌
目
己
己
詠
目
嘩
（
の
）
）
の
説
語
を
も
っ
て

繰
り
返
し
て
い
る
。
声
聞
乗
に
は
四
諦
を
説
き
、
縁
覚
乗
に
は
十
二
因
縁
を
説
き
、
菩
薩
乗
に
は
六
波
羅
蜜
を
説
い
て
、
三
乗
は
各
別
に

正
覚
を
会
得
せ
し
め
る
か
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
が
、
実
は
そ
れ
は
「
善
巧
方
便
」
（
ｇ
野
口
百
鼠
巴
冒
冨
『
ご
胃
冨
（
の
）
）
で
あ
っ
て
、

三
乗
す
べ
て
平
等
に
一
仏
乗
に
帰
一
さ
せ
る
こ
と
が
本
意
で
あ
る
と
す
る
。

さ
て
会
三
帰
一
の
思
想
が
仏
陀
の
本
意
で
あ
る
と
す
る
が
、
方
便
品
の
前
段
に
於
て
、
そ
の
「
一
仏
乗
」
（
の
且
讐
胃
目
四
‐
の
富
‐
忌
目

（
の
）
）
と
「
仏
智
慧
」
（
ｇ
邑
冨
‐
萱
習
酌
（
の
）
）
に
到
達
す
る
道
程
は
遥
か
に
遠
く
、
深
遠
な
る
仏
智
慧
は
難
解
難
入
で
あ
る
と
、
注
意

告
舎
利
弗
、
諸
仏
智
慧
、
甚
深
無
量
、
其
智
慧
門
、
難
解
難
入
、
一
切
声
聞
、
辞
支
仏
、
所
不
能
錘
繰
使
満
世
間
、
皆
舎
利
弗
、

尽
思
共
度
量
、
不
能
測
仏
智
、
正
使
満
十
方
、
皆
如
舎
利
弗
、
及
餘
諸
弟
子
、
亦
満
十
方
殺
、
尽
思
共
度
量
、
亦
復
不
能
知
…
略
…

一
心
以
妙
智
、
於
恒
河
沙
劫
、
威
皆
共
思
量
、
不
能
知
仏
獣
℃

即
ち
智
慧
第
一
の
舎
利
弗
に
向
っ
て
、
仏
智
慧
は
「
甚
深
無
量
」
（
恩
ョ
９
時
色
画
目
冨
（
の
）
）
・
「
難
解
難
入
」
（
目
己
詠
画
冒

合
厨
冒
呂
。
澤
口
召
（
の
）
）
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
全
て
の
声
聞
乗
・
全
て
の
縁
覚
乗
・
全
て
の
新
発
意
菩
薩
な
ど
の
智
慧
を
寄
せ
て
も
、
と

て
も
仏
智
慧
に
は
及
ば
な
い
。
そ
れ
程
に
仏
智
慧
は
深
遠
難
解
で
あ
る
と
す
る
。

然
し
、
仏
陀
は
こ
こ
で
記
別
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

舎
利
弗
、
汝
等
當
一
心
信
解
、
受
持
仏
語
、
諸
仏
如
来
、
言
無
虚
妄
、
無
有
餘
乗
、
唯
一
仏
燕
で
我
設
是
方
便
、
令
得
入
仏
慧
、
未

曽
説
汝
等
、
当
得
成
仏
道
、
所
以
未
曽
説
、
説
時
未
至
故
、
今
正
是
其
時
、
決
定
説
大
熱
で

智
慧
は
独
り
仏
陀
の
も
の
で
は
な
く
、
当
に
万
人
す
べ
て
が
仏
陀
の
教
え
を
信
じ
、
そ
の
智
慧
を
掌
中
に
す
る
実
践
の
時
に
至
っ
て
い

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

(妬）



大
乗
仏
教
の
主
役
を
演
じ
た
の
は
「
菩
薩
」
と
呼
ば
れ
た
人
々
で
、
そ
の
集
団
は
「
菩
薩
団
」
（
ｇ
含
厨
‐
画
雰
箇
‐
盟
冨
（
い
）
）
と
呼
ば

れ
た
。
周
知
の
ご
と
く
菩
薩
者
と
し
て
の
要
件
は
、
「
菩
提
心
」
ｅ
＆
三
‐
ｏ
詳
冨
）
を
起
し
、
「
菩
薩
行
」
（
ｇ
穿
尉
ｇ
ご
画
‐
８
昌
胸
）
の
慈

悲
利
他
の
誓
願
を
為
し
、
「
菩
提
行
」
合
＆
豆
‐
８
昌
画
）
の
実
践
に
あ
っ
た
。

大
乗
菩
薩
団
の
中
で
、
特
に
法
華
菩
薩
団
は
「
舎
利
塔
讐
騨
早
の
菖
冒
」
（
遺
骨
塔
冨
菩
凋
画
冨
‐
ぬ
菖
冨
）
の
建
塔
と
「
僧
団
供
養

、
画
召
警
画
，
冒
旨
」
を
否
定
す
る
立
場
を
と
り
、
他
方
で
は
「
祠
堂
冨
菩
品
画
冨
目
’
。
巴
ご
閏
己
（
霊
廟
§
ご
画
）
の
建
塔
供
養
す
る
立

場
を
堅
持
し
な
が
ら
、
独
自
の
求
法
運
動
と
し
て
五
種
法
師
・
六
波
羅
蜜
の
実
践
を
勧
奨
し
趣
で

法
華
菩
薩
団
に
よ
る
僧
団
供
養
の
否
定
、
五
種
法
師
・
六
波
羅
蜜
の
実
践
運
動
は
、
仏
教
界
に
お
け
る
革
新
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
運

動
は
小
乗
僧
団
と
激
し
く
対
立
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
僧
団
側
か
ら
驚
異
の
目
で
見
ら
れ
、
異
端
視
さ
れ
、
時
に
は
怒
号
・
罵
声
・
杖

木
の
迫
害
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
対
立
と
迫
害
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
勧
持
品
二
十
行
偏
に
於
て
、
「
悪
口
罵
冒
農
ｇ
雷
胃

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

る
と
す
る
、
会
三
帰
一
の
大
慈
悲
と
絶
対
平
等
の
思
想
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
何
故
に
会
三
帰
一
の
思
想
が
繰
り
返
し
て
説

か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
惟
う
に
、
声
聞
と
縁
覚
の
二
乗
に
対
し
て
、
文
字
通
り
「
小
乗
」
（
劣
っ
た
乗
物
題
言
畠
自
画
（
の
）
）
「
劣
等
」

の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
て
、
小
乗
僧
団
が
余
り
に
も
煩
瓊
な
教
理
に
拘
泥
し
、
知
識
偏
重
と
な
り
、
か
え
っ
て
思
想

の
固
定
化
と
保
守
化
を
招
き
、
延
い
て
は
僧
伽
の
発
展
を
自
ら
が
閉
鎖
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
善
巧
方
便
を
も
っ
て
警
鐘
す
る
と
こ
ろ
に

会
三
帰
一
の
本
意
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
会
三
帰
一
（
慈
悲
と
絶
対
平
等
）
の
思
想
は
、
法
華
経
の
成
立
前
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
古
代
イ
ン
ド
の
宗
教
思
想
の
変
革
で
あ
り
、
民
衆
が
共
有
す
べ
き
思
想
的
財
産
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
法
華
菩
薩
行
の
実
践
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法
華
菩
薩
団
と
小
乗
僧
団
と
の
対
立
を
具
体
的
に
示
す
事
例
と
し
て
、
常
不
軽
菩
薩
の
但
行
礼
拝
行
の
説
示
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

礼
拝
行
の
説
示
に
は
、
窓
意
と
傲
慢
を
絶
対
に
宥
さ
な
い
菩
薩
行
者
の
姿
勢
が
教
示
さ
れ
、
激
し
い
迫
害
に
対
す
る
忍
辱
と
不
退
の
決
定

心
が
勧
説
さ
れ
て
い
よ
う
。
法
華
菩
薩
団
に
対
す
る
迫
害
が
説
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
菩
薩
団
が
他
の
僧
団
と
対
抗
し
、
そ
れ
を
凌
駕

す
る
勢
力
と
な
っ
て
、
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
し
て
活
動
し
た
こ
と
を
如
実
に
語
っ
て
い
よ
う
。

法
華
菩
薩
団
は
、
部
派
仏
教
時
代
の
「
業
百
句
目
目
（
、
）
」
を
「
行
８
昌
画
（
、
）
」
に
お
き
か
え
て
、
菩
薩
行
と
呼
ば
れ
る
修
行
の

法
軌
を
整
え
て
い
っ
た
。
そ
の
修
行
の
実
践
徳
目
が
五
種
法
師
と
六
波
羅
蜜
で
あ
る
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
五
種
法
師
が
法
師
品
・
安

楽
行
品
・
分
別
功
徳
品
・
法
師
功
徳
品
な
ど
で
勧
説
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
法
行
徳
目
を
修
す
る
こ
と
で
、
仏
智
慧
に
至
る
こ
と
の
要
諦
と

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

が
あ
る
。

法
華
経
に
お
い
て
「
忍
辱
」
（
恵
画
ョ
冒
蔚
（
の
）
）
の
精
神
を
勧
説
す
る
の
は
、
忍
辱
心
が
弘
教
法
軌
の
根
幹
だ
か
ら
で
あ
る
。
忍
辱
行

は
六
波
羅
蜜
の
一
行
で
あ
り
、
ま
た
「
忍
辱
」
（
島
の
。
の
号
匡
ｅ
）
）
の
語
に
は
侮
辱
に
耐
え
て
宥
し
、
盆
怒
心
を
起
さ
な
い
と
い
う
語

意
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
寛
容
と
宥
和
の
精
神
を
培
い
、
延
い
て
は
慈
悲
利
他
行
の
根
本
と
す
る
と
こ
ろ
に
仏
教
的
意
義

プ
勺
０

冨
司
旨
回
画
昌
ｍ
」
・
「
加
刀
杖
§
且
画
‐
匡
鳧
弓
画
攝
昌
」
・
「
摘
出
・
遠
離
邑
雲
勝
自
画
日
（
の
）
」
な
ど
の
激
烈
な
語
禦
を
も
っ
て
語
ら
れ

て
い
る
。

此
処
で
大
事
な
こ
と
は
、
小
乗
僧
団
側
か
ら
の
迫
害
に
対
し
て
、
法
華
経
で
は
忍
辱
の
鎧
を
ま
と
い
忍
耐
せ
よ
と
勧
説
す
る
こ
と
で
あ

仏
所
讃
継
で

如
来
衣
者
・
柔
和
忍
辱
心
聲
）
我
等
敬
仏
故
・
悉
忍
是
諸
悪
。
我
等
敬
信
仏
・
当
著
忍
辱
織
繰
行
忍
辱
・
哀
竪
切
．
乃
能
演
説
．

(47）



法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
六
波
羅
蜜
が
方
便
品
・
分
別
功
徳
品
な
ど
で
説
か
れ
る
の
は
、
そ
の
六
つ
の
実
践
徳
目
を
修
す
る
こ
と
で

「
最
高
の
悟
り
に
至
る
道
」
（
冒
圖
日
脚
ｇ
含
冒
胃
盟
（
、
）
・
旨
の
爵
房
寓
目
ｅ
）
）
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
法
華
菩
薩
団
は

新
し
い
仏
教
人
間
像
の
形
成
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
法
行
実
践
に
よ
っ
て
積
み
重
ね
た
善
根
の
功
徳
を
も
っ
て
、
一
切
衆
生

に
廻
向
利
益
を
得
さ
し
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

華
経
に
焦
点
を
合
せ
て
、
諸
品
に
睾

序
品
（
ｚ
箆
習
画
‐
冨
風
く
胃
８
）

為
求
声
聞
者
、
説
応
四
諦
法
、

為
求
声
聞
者
、
説
応
四
諦
法
、

原
始
経
典
に
よ
れ
ば
、
仏
陀
は
教
説
の
垂
範
に
当
っ
て
、
先
ず
「
縁
起
胃
ｇ
ご
画
‐
印
画
目
巨
弓
且
四
」
の
理
法
を
根
底
と
し
て
、
「
四
聖

諦
８
言
『
‘
胄
藺
‐
印
画
ご
ｍ
」
と
「
八
正
道
、
ご
勝
冨
荷
画
‐
目
胃
彊
（
の
）
」
を
説
い
て
、
智
慧
に
目
覚
め
る
こ
と
、
そ
し
て
智
慧
を
実
践
す

る
こ
と
を
勧
め
、
そ
れ
を
仏
教
の
出
発
点
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
仏
教
は
、
本
来
的
に
智
慧
の
宗
教
で
あ
る
。
本
節
で
は
法

華
経
に
焦
点
を
合
せ
て
、
諸
品
に
示
さ
れ
る
智
慧
の
語
彙
を
摘
出
し
て
、
実
践
と
し
て
の
智
懲
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

度
生
老
病
死
、
究
寛
浬
桑
、
為
求
辞
支
仏
者
、
説
応
十
二
因
縁
法
、
為
諸
菩
薩
、
説
応
六
波
羅
蜜
、

令
得
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
、
成
一
切
種
獣
で

右
の
説
示
と
同
意
文
は
常
不
軽
品
に
も
見
え
融
で
先
ず
声
聞
と
縁
覚
に
対
し
て
は
、
四
聖
諦
と
縁
起
の
理
法
（
分
析
的
・
論
理
的
）
を

も
っ
て
、
人
生
無
常
と
諸
行
無
常
な
る
こ
と
を
教
え
示
し
、
そ
れ
を
克
服
す
べ
き
人
生
智
を
得
さ
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
菩
薩
衆

に
対
し
て
は
、
六
波
羅
蜜
（
直
観
的
・
実
践
的
）
を
も
っ
て
仏
智
慧
を
悟
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
な
お
「
一
切
種
智
」
（
、
胃
ぐ
旦
目
．

〕
副
習
画
）
の
語
彙
は
方
便
品
・
薬
草
噛
品
・
法
師
品
な
ど
に
も
見
え
る
雄
詞
）
一
切
種
智
と
は
一
切
の
事
象
の
全
体
像
（
平
等
）
と
個
別
像

四
法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
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（
差
別
）
を
合
せ
知
る
仏
智
慧
の
こ
と
で
、
特
に
実
践
と
し
て
の
智
慧
で
あ
る
こ
と
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。

方
便
品
（
与
母
、
‐
冨
息
巴
冨
ｇ
『
冒
胃
８
）

諸
仏
智
慧
、
甚
深
無
量
、
其
智
慧
門
、
難
解
難
入
、
一
切
声
聞
、
辞
支
仏
、
所
不
能
織
乞

こ
の
説
示
は
前
節
で
も
言
及
し
た
如
く
、
仏
智
慧
の
世
界
は
遥
か
に
遠
く
、
声
聞
や
縁
覚
の
知
恵
を
寄
せ
集
め
て
も
測
り
知
る
こ
と
の

出
来
な
い
深
遠
難
解
で
あ
る
と
す
る
。
さ
て
、
大
事
な
こ
と
は
、
仏
智
慧
が
遥
か
に
遠
い
世
界
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
困
難
な
道
程
を
克

服
し
て
い
く
実
践
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

方
便
品
は
末
尾
に
お
い
て
、
仏
智
を
求
め
て
実
践
す
る
こ
と
の
功
徳
を
次
の
よ
う
に
讃
歎
し
て
い
る
。

有
懸
槐
清
浄
、
志
求
仏
道
者
、
当
為
如
是
等
、
広
讃
一
乗
道
…
…
其
不
習
学
者
、
不
能
暁
了
此
、
汝
等
既
已
知
、
諸
仏
世
之
師
、
随

注
（
露
）

宜
方
便
事
、
無
復
諸
疑
惑
、
心
生
大
歓
喜
、
自
知
当
作
仏

釈
尊
は
方
便
品
で
諄
諄
と
説
示
し
て
き
た
会
三
帰
一
（
一
仏
乗
の
無
限
の
功
徳
）
に
つ
い
て
は
、
方
便
品
以
下
の
諸
品
に
お
い
て
も
、

巧
妙
な
響
嚥
を
も
っ
て
語
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
疑
念
を
棄
て
、
疑
惑
を
去
り
、
素
直
に
説
示
を
聴
聞
し
て
、
仏
智
慧
の
境
界
に
入
る
こ
と

の
法
悦
を
享
受
せ
よ
と
讃
歎
し
て
い
る
。

警
噛
品
（
シ
巨
冒
昌
冒
‐
ｇ
『
ご
胃
８
）

若
有
衆
生
、
従
仏
世
尊
、
聞
法
信
受
、
勤
修
精
進
、
求
一
切
智
、
仏
智
、
自
然
智
、
無
師
智
、
如
来
知
見
、
力
無
所
畏
、
慰
念
安
楽
、

無
量
衆
生
、
利
益
天
人
、
度
脱
一
切
、
是
名
大
乗
、
菩
薩
求
此
乗
故
、
名
為
摩
訶
職
電

此
処
で
は
四
智
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
の
「
自
然
智
」
と
は
、
生
死
の
業
火
に
苦
悩
す
る
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
大
慈
悲
を
自

然
に
惹
起
せ
し
め
る
智
慧
の
こ
と
。
「
一
切
智
」
と
は
、
す
べ
て
の
個
別
相
（
差
別
）
を
総
体
的
に
把
握
す
る
智
慧
（
一
切
の
法
に
通
達

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）
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法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

し
た
智
慧
）
、
つ
ま
り
仏
智
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
警
聡
品
で
四
智
を
説
く
と
云
う
こ
と
は
、
全
て
の
人
々
が
平
等
に
仏
智
慧
に
至
る
こ
と

が
出
来
る
道
を
開
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

薬
草
嚥
品
（
ｇ
且
三
‐
冒
風
ぐ
胃
ｇ
）

以
智
方
便
、
而
演
説
之
、
其
所
説
法
、
皆
悉
到
於
、
一
切
智
地
、
如
来
観
知
、
一
切
諸
法
、
之
所
帰
趣
、
亦
知
一
切
衆
生
、
深
心
所

行
、
通
達
無
礦
、
又
於
諸
法
、
究
尽
明
了
、
示
諸
衆
生
、
一
切
智
熱
乞

「
一
切
智
地
」
（
の
胃
ぐ
画
意
画
‐
９
厘
目
）
と
は
、
す
べ
て
を
知
り
尽
す
知
慧
の
基
盤
の
こ
と
で
、
そ
の
教
示
す
る
意
味
は
、
知
識
は
断
片

的
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
組
織
的
・
体
系
的
に
修
学
す
る
事
の
大
切
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。
殊
に
「
智
地
」
と
示
す
事
は
、
諸
学
を
体
系

づ
け
る
能
力
知
（
哲
学
す
る
力
）
の
確
立
を
指
し
て
い
よ
う
。

右
の
薬
草
聡
品
の
説
示
を
意
訳
し
て
み
る
と
、
仏
智
慧
は
衆
生
の
心
の
動
き
（
求
道
心
・
善
悪
心
・
執
着
心
）
、
ま
た
衆
生
の
未
来
の

姿
を
見
通
す
能
力
を
具
え
て
お
り
、
更
に
は
衆
生
の
千
差
万
別
の
機
根
（
六
識
・
五
穂
）
を
見
通
す
能
力
が
あ
り
、
巧
妙
な
方
便
を
用
い

て
教
化
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。

五
百
弟
子
受
記
品
令
目
８
９
涛
曾
の
”
ｇ
‐
ご
也
冨
‐
圖
冒
も
胃
ご
口
尋
Ｏ
）

又
於
諸
仏
、
所
説
空
法
、
明
了
通
達
、
得
四
無
擬
智
、
常
能
審
諦
、
清
浄
説
法
、
無
有
疑
惑
、
具
足
菩
薩
、
神
通
之
加
篭
）

「
無
擬
智
」
（
冒
画
爵
ｍ
旨
く
匙
‐
言
習
い
）
と
は
文
字
通
り
障
礦
が
無
く
自
在
に
法
を
説
き
得
る
智
慧
能
力
の
こ
と
で
「
無
障
智
」

（
ｇ
曾
胃
９
画
台
習
四
）
と
も
云
雲
誰
透
こ
の
無
障
智
を
基
準
と
し
て
、
四
つ
の
無
礦
智
ｌ
法
無
礦
智
・
義
無
礦
智
・
辞
無
擬
智
・
弁
無
礦

智
ｌ
が
説
か
れ
て
い
る
。
要
は
仏
智
慧
は
深
遠
無
量
で
あ
り
、
無
限
の
智
慧
能
力
を
具
え
て
い
る
と
す
る
。

従
地
涌
出
品
宙
且
言
、
陣
詳
冨
‐
胃
芽
目
‐
ぐ
ご
画
く
画
‐
駐
日
且
盟
冒
画
‐
ｇ
『
ご
胃
８
）
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す
と
し
て
い
る
。

と
示
し
て
い
る
。
こ
の
説
示
は
大
通
智
勝
仏
の
前
世
と
修
行
の
故
事
に
寄
せ
て
「
仏
の
智
慧
を
得
る
た
め
に
勝
れ
た
勇
気
を
湧
き
立
た

せ
よ
」
と
勧
説
し
、
限
り
な
い
善
嚥
を
示
し
て
、
神
通
力
の
智
慧
を
縦
横
に
発
揮
し
て
、
菩
薩
衆
が
実
践
す
べ
き
六
波
羅
蜜
の
徳
目
を
示

当
精
進
一
心
、
我
欲
説
此
事
、
勿
得
有
疑
悔
、
仏
智
巨
思
議
、
汝
今
出
信
力
、
住
於
忍
善
中
、
昔
所
未
聞
法
、
今
皆
当
得
聞
、
我
今

安
慰
汝
、
勿
得
懐
疑
偶
、
仏
無
不
実
語
、
智
慧
不
可
量
、
所
得
第
一
法
、
甚
深
巨
分
別
、
如
是
今
当
説
、
汝
等
一
心
職
噌

右
の
説
示
は
弥
勒
菩
薩
に
対
し
て
教
示
し
た
も
の
で
、
仏
智
慧
は
「
仏
智
巨
思
議
」
（
四
目
ご
旦
凱
皆
画
冨
吾
四
ｍ
画
冨
呂
）
・
「
智
慧

不
可
量
」
（
薗
習
画
昌
日
脚
宮
‐
。
：
画
冒
客
冨
）
・
「
甚
深
巨
分
別
」
と
示
し
て
、
理
性
に
よ
る
分
析
、
思
惟
を
超
越
し
た
悠
遠
の
世
界
だ

と
し
て
い
る
。
従
地
涌
出
（
大
地
の
裂
目
か
ら
出
現
）
し
て
、
永
い
歳
月
、
小
乗
僧
団
と
バ
ラ
モ
ン
教
団
の
底
辺
に
あ
っ
た
菩
薩
団
が
、

よ
う
や
く
古
代
イ
ン
ド
の
歴
史
舞
台
に
躍
り
出
た
、
そ
の
菩
薩
衆
に
向
っ
て
菩
薩
行
の
実
践
を
勧
奨
し
て
い
る
の
で
あ
る
Ｃ

ｌ
念

右
に
摘
出
を
試
み
た
以
外
の
諸
品
中
に
も
、
智
慧
に
関
す
る
語
彙
と
実
践
を
勧
説
し
た
説
示
が
多
々
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

殊
に
仏
智
慧
を
説
示
す
る
と
き
は
最
上
級
の
形
容
修
飾
語
を
冠
し
て
い
る
。

智
慧
の
実
践
を
勧
説
す
る
説
示
と
し
て
、
化
城
嚥
品
に
お
い
て
、

為
仏
一
切
智
、
当
発
大
精
進
。
以
無
量
因
縁
、
種
種
諸
讐
嚥
、
説
六
波
羅
蜜
、
及
諸
神
通
事
、
分
別
真
実
法
、
菩
薩
所
行
道
、
説
是

為
仏
一
切
智
、
当
発
大
精

ま
た
分
別
功
徳
品
に
よ
る
と

況
復
有
人
、
能
持
是
経
、
兼
行
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
一
心
、
智
慧
、
其
徳
最
勝
、
無
量
無
辺
、
善
如
虚
空
、
東
西
南
北
、

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

法
華
経
、
如
恒
河
沙
織
雷

(鉦）



法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

四
維
上
下
、
無
量
無
辺
、
是
人
功
徳
、
亦
復
如
是
、
無
量
無
辺
、
疾
至
一
切
種
織
矯
）

と
示
し
て
、
六
波
羅
蜜
を
実
践
す
る
こ
と
を
讃
歎
し
、
菩
薩
行
を
修
す
る
勇
猛
心
を
鼓
舞
し
て
い
る
。
法
華
経
が
智
慧
の
実
践
を
勧
説

す
る
の
は
、
娑
婆
の
苦
海
に
苦
悩
す
る
衆
生
を
し
て
、
諸
行
無
常
を
洞
見
す
る
智
慧
を
修
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
慈
悲
の
発
露
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
智
慧
と
菩
薩
行
の
相
関
を
会
通
し
て
『
観
心
本
尊
抄
』
で
次
の
よ
う
に
教
示
さ
れ
て
い
る
。

無
量
義
経
日
錐
し
未
し
得
し
修
一
行
六
波
羅
蜜
一
六
波
羅
蜜
自
然
在
前
等
。
私
加
二
会
通
一
如
レ
顎
二
本
文
一
難
し
勵
刻
心
普
釈
尊
因
行
果
徳

二
ク

ス
ル
コ
全
ト

ヲ

ニ
ス
ニ
ヘ
パ

シ
カ

ノ

ハ

ノ
ニ
ス

ヲ
ニ
ヘ
タ
マ
フ

ヲ
唯
翁
）

二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
我
等
受
二
持
此
五
字
一
自
然
譲
二
與
彼
因
果
功
徳
一

日
蓮
聖
人
は
御
自
身
の
法
華
経
色
読
（
五
種
法
師
と
六
波
羅
蜜
の
実
践
）
を
踏
ま
え
ら
れ
て
、
無
量
義
経
を
釈
さ
れ
、
有
名
な
三
十
三

字
段
（
自
然
譲
与
段
）
の
授
記
の
功
徳
を
教
示
さ
れ
る
。
即
ち
無
量
義
経
の
「
六
波
羅
蜜
自
然
在
前
」
の
文
意
は
、
単
に
経
文
の
字
義
と

し
て
受
け
と
め
る
の
で
は
な
く
、
道
場
内
の
修
行
と
社
会
的
実
践
を
兼
ね
備
え
た
事
行
と
し
て
享
受
す
べ
き
こ
と
を
勧
奨
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
六
波
羅
蜜
を
修
す
る
こ
と
で
理
の
一
乗
観
法
（
理
と
し
て
の
智
慧
）
が
生
れ
、
「
妙
法
五
字
ヲ
受
持
ス
レ
パ
」
理
の
十
乗
観
法
が

超
克
（
仏
智
慧
を
求
め
菩
薩
行
を
精
進
す
る
）
さ
れ
て
、
此
処
に
観
念
と
し
て
智
慧
が
打
破
さ
れ
て
、
実
践
と
し
て
の
仏
智
慧
へ
と
昇
華

さ
れ
る
こ
と
を
垂
範
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

実
践
と
し
て
の
智
慧
が
今
日
的
要
請
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
智
慧
に
つ
い
て
「
あ
れ
や
・
こ
れ
や
」
重
の
弓
の
号
四
三
邑

巨
且
冨
門
ｅ
）
）
と
思
い
を
め
ぐ
ら
す
時
代
で
は
な
い
。
法
華
経
に
お
け
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
は
、
時
間
の
壁
を
超
え
て
、
民
族
の
壁

を
越
え
て
、
人
類
救
済
の
灯
で
あ
る
こ
と
を
確
と
受
け
と
め
て
い
き
た
い
。

(銘）



注
（
１
）
ｚ
の
尋
弓
の
、
冨
日
の
己
叩
吾
の
国
吋
里
の
亘
ｍ
こ
の
９
℃
、
巳
吾
の
い
も
０
，
雲
の
８
号
の
○
Ｏ
『
旨
吾
旨
。
、
、
○
ケ
、
で
頁
の
愚
．
ご
閂
賂
己
。
匡
．
（
』
ｍ
で
も
ロ

（
２
）
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
に
関
し
て
、
新
た
な
る
国
際
的
動
向
の
一
事
例
と
し
て
、
一
九
八
八
年
七
月
上
智
大
学
東
洋
宗
教
研
究
所
を
会
場
と
し
て
開

か
れ
た
「
冒
巴
◎
図
の
等
ｇ
ｇ
ｍ
旨
目
皿
君
尉
号
目
、
且
○
．
目
で
、
、
巴
０
コ
‐
弓
言
ｇ
ｍ
ｍ
ｍ
農
の
９
国
匡
且
三
ｍ
目
い
且
○
言
璽
旨
。
辱
き
司

園
目
＄
」
の
国
際
学
術
会
議
の
成
果
を
簡
略
紹
介
し
て
お
こ
う
。
本
会
に
は
内
外
の
研
究
者
Ｉ
宗
教
・
教
育
・
哲
学
・
言
語
・
文
学
・
神
学
・

社
会
の
七
○
名
ｌ
が
智
慧
と
慈
悲
の
現
代
的
意
義
を
探
し
求
め
た
四
日
間
で
あ
っ
た
。
白
熱
し
た
論
議
の
な
か
で
、
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
に
関
し
て

も
形
而
上
・
神
秘
性
の
問
題
が
討
譲
さ
れ
た
が
、
結
局
、
今
日
的
状
況
下
で
は
神
秘
性
の
問
題
を
討
論
す
る
事
に
意
義
は
無
い
と
し
て
、
む
し
ろ

実
践
と
し
て
の
「
グ
ノ
ー
シ
ス
」
を
問
う
努
力
こ
そ
が
キ
リ
ス
ト
者
全
体
の
姿
勢
で
あ
る
と
の
認
識
の
確
認
が
さ
れ
た
。

（
３
）
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
』
（
岩
波
文
庫
）
所
収
・
岩
本
裕
「
あ
と
が
き
」
（
上
巻
四
○
四
頁
）

（
４
）
ｚ
の
尋
弓
の
、
厨
日
の
己
”
望
．
富
里
号
の
葛
‐
静
門
日
目
。
。
吾
の
冨
呂
三
‐
ｏ
ｇ
ｇ
芯
忌
い
く
閂
陥
雪
・
＄
ゞ
ｏ
ｇ
ｇ
誌
３
．
く
関
脇
茜
・
造

（
』
ｐ
も
画
口
国
一
彦
行
の
○
．
尉
一
］
）

（
５
）
啓
雰
働
‐
。
巷
騨
喫
冨
里
厨
の
具
冨
』
念
Ａ
ｇ
ｏ
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』
岩
波
文
庫
三
八
頁
。

（
６
）
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
『
法
華
経
』
岩
波
文
庫
（
ワ
イ
ド
版
）
上
巻
・
方
便
品
九
八
頁
。
以
下
本
書
は
「
法
華
経
・
○
巻
○
○
品
○
○
頁
」

と
略
す
。
尚
、
法
華
経
の
語
紮
を
確
認
す
る
う
え
か
ら
「
曾
呂
冨
吋
日
９
厘
且
画
凰
冒
‐
、
９
日
目
“
ご
胃
具
．
ロ
・
言
。
四
目
３
画
目
○
．

弓
呂
呂
昼
Ｐ
乞
麗
．
吾
の
留
異
ざ
０
国
且
号
薗
田
Ｏ
呂
壁
０
３
」
を
併
せ
参
照
し
た
。

（
７
）
法
華
経
上
巻
・
方
便
品
九
○
頁
。

（
８
）
法
華
経
上
巻
・
方
便
品
九
四
頁
。

（
９
）
法
華
経
上
巻
・
方
便
品
九
六
頁
。

（
、
）
法
華
経
上
巻
・
方
便
品
六
六
頁
。

（
皿
）
法
華
経
上
巻
・
方
便
品
七
二
頁
。

（
吃
）
法
華
経
上
巻
・
方
便
品
一
○
○
頁
。

（
昭
）
法
華
経
上
巻
・
方
便
品
一
○
四
頁
。

（
必
）
法
華
経
・
分
別
功
徳
品
に
「
如
来
滅
後
、
若
有
受
持
読
調
、
為
他
人
説
、
若
自
書
、
若
教
人
書
、
供
養
経
巻
、
不
須
復
起
塔
寺
、
及
僧
坊
、
供

国
】
す
汀
の
○
ｓ
異
国
）

法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

(銅）
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法
華
経
に
み
る
実
践
と
し
て
の
智
慧
（
町
田
）

養
衆
僧
、
況
復
有
人
、
能
持
是
経
、
兼
行
布
施
、
持
戒
、
忍
辱
、
精
進
、
一
心
、
智
慧
、
其
徳
最
勝
、
無
量
無
辺
」
（
下
巻
六
○
頁
）
。
と
あ
り
、

他
方
、
如
来
神
力
品
に
は
「
於
如
来
滅
後
、
応
当
一
心
、
受
持
、
読
調
、
解
説
、
書
写
、
如
説
修
行
…
略
…
若
於
園
中
、
若
於
林
中
、
若
於
樹
下
、

若
於
僧
坊
、
若
白
衣
舎
、
若
在
殿
堂
、
若
山
谷
曠
野
、
是
中
皆
応
、
起
塔
供
養
、
所
以
者
何
、
当
知
是
処
、
即
是
道
場
」
（
下
巻
・
一
六
○
頁
）

と
あ
り
、
分
別
功
徳
品
で
は
「
不
須
復
起
塔
」
（
塔
号
騨
匡
‐
切
言
ｇ
）
と
示
し
、
神
力
品
で
は
「
起
塔
供
養
」
（
塔
。
図
露
箇
）
と
説
き
、
建
塔

供
養
の
相
違
を
明
確
に
し
つ
つ
菩
薩
団
の
求
法
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

（
焔
）
法
華
経
中
巻
・
法
師
品
一
五
八
頁
。

（
肥
）
法
華
経
中
巻
・
勧
持
品
二
三
八
・
二
四
○
頁
。

（
Ⅳ
）
法
華
経
中
巻
・
安
楽
行
品
二
七
四
頁
。

（
肥
）
法
華
経
上
巻
・
序
品
四
○
頁
。

（
均
）
序
品
に
見
ら
れ
る
説
示
は
、
常
不
軽
菩
薩
品
に
於
て
も
全
く
同
意
文
で
「
為
求
声
聞
者
、
説
応
四
諦
法
、
度
生
老
病
死
、
究
寛
浬
薬
、
為
求
畔

支
仏
者
、
説
応
十
二
因
縁
法
、
為
諸
菩
薩
、
因
阿
縛
多
羅
三
蕊
三
菩
提
、
説
法
六
波
羅
蜜
法
、
究
意
仏
慧
」
（
下
巻
一
三
○
頁
）
と
説
示
さ
れ
て

い
る
。「

一
切
種
智
」
の
語
が
見
え
る
の
は
、
方
便
品
（
上
巻
九
二
頁
）
。
薬
草
嚥
品
（
上
巻
二
七
○
頁
）
。
法
師
品
（
中
巻
一
四
八
頁
）
等
々
。

法
華
経
上
巻
・
方
便
品
六
六
頁
。

法
華
経
上
巻
・
方
便
品
一
三
二
頁
。

法
華
経
上
巻
・
唇
嚥
品
一
七
八
頁
。

法
華
経
上
巻
・
薬
草
噛
品
二
六
四
頁
。

法
華
経
中
巻
・
五
百
弟
子
受
記
品
九
四
頁
。

「
無
磯
智
」
に
つ
い
て
は
、
化
城
聴
品
（
中
巻
一
四
頁
）
で
も
説
示
さ
れ
る
。

法
華
経
中
巻
・
従
地
涌
出
品
三
○
六
・
三
○
八
頁
。

法
華
経
中
巻
・
化
城
嚥
品
九
○
・
八
二
頁
。

法
華
経
下
巻
・
分
別
功
徳
品
六
○
・
六
二
頁
。

観
心
本
尊
抄
・
昭
和
定
本
遺
文
七
二
頁
。

（
平
成
七
年
十
月
三
日
）

(”）


